
第９回 原子力委員会定例会議 議事録 
 
＜日時＞ １９９１年３月１９日（火）１０：３０から 
 
＜場所＞ 原子力委員会会議室 
 
＜議題＞ 
 （１） 京都大学原子炉実験所の原子炉の設置変更（研究用原子炉の変 
    更）について（答申） 
 （２） 平成３年度原子力開発利用基本計画について 
 （３） 大山委員の海外出張について 
 （４） その他 
 
＜審議事項＞ 
 （１） 議事録の確認 
     事務局作成の第８回原子力委員会臨時会議議事録（案）が了承 
    された。 
 （２） 京都大学原子炉実験所の原子炉の設置変更（研究用原子炉の変 
    更）について（答申） 
     平成２年１２月５日付け２安（原規）第３４４号をもって諮問 
    のあった標記の件に関する核原料物質、核燃料物質及び原子炉の 
    規制に関する法律第２６条第４項において準用する同法第２４条 
    第１項第１号第２号及び第３号（経理的基礎に係わる部分に限る。） 
    に規定する基準の適用については妥当なものと認め、内閣総理大 
    臣あて答申することを決定した。 
     注） 本件は、燃料の低濃縮化を図るため、炉心に装荷する燃 
       料体の一部に低濃縮のウランシリサイド・アルミニウム分 
       散型燃料要素を用い、安全性確保の向上を図るため、安全 
       保護回路等の改造を行うものである。 
 （３） 平成３年度原子力開発利用基本計画について 
     平成３年３月１８日付け３原第２３号をもって内閣総理大臣か 
    ら付議された標記の件について事務局から説明がなされ引き続き 
    審議することとした。 
 （４） 大山委員の海外出張について 
     大山委員が１９９１年３月２３日（土）から３月２８日（木） 
    までの６日間、「ＩＡＥＡハイレベル専門家会合」に出席するた 



    め、オーストラリアへ海外出張する旨説明がなされ、了承された。 
  


